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3. 家族の１/３くらいと
65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21） 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と
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　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「ふれあいの家　高宮」は、閑静な住宅街の中にある定員９名のグループホームである。開設２２年目
を迎える民家改造型の外観は地域に溶け込み、緑の木々と季節の花が植えられた広い庭を臨むテラ
スではティータイムや外気浴を楽しみ、季節を感じながら生き生きと過ごす利用者の表情は明るい。
ホーム提携医による週１回の往診とホーム職員との連携で安心の医療体制が整い、希望があれば看
取りも行っている。１日３０品目の食材使用を意識して職員が作る美味しい料理を提供し、利用者と職
員が一緒に食べる家庭的な食事の時間を大切にしている。コロナ禍で、これまでのような家族や地域
との交流が難しい中、こまめな報告、連絡、相談を行うことでコミュニケーションを図り、今できる関わり
方を工夫しながら関係を継続している。「このような状況だからこそ、利用者さんのことをもっとよく見て
みよう」と、今年のテーマを「尊厳」として、その人を知り、大事に寄り添うケアにチームで取り組んでい
る、「ふれあいの家　高宮」である。

項　　目

2. 家族の２/３くらいと

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

所在地

自己評価作成日 令和０３年１１月２８日評価結果確定日令和０３年１０月１７日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

4. ほとんど掴んでいない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

令和０３年１１月１５日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4071100962

法人名 協栄興産　株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 福岡市街地より程近い住宅地の中に日本情緒あふれる民家で、交通の便も良く、新型コロナウイルスによる緊
急事態宣言前までは、市内で開催されるイベント等、利用者は日常的に市内に出て楽しんで頂きながら、地域
の催し等に利用者と一緒に参加し、地域や幼稚園との交流を深めている。定期的な外出の他に、この1年以上
は、室内レクレーションの充実を図り、精神面や体調面に応じた支援を工夫して行っている。統一した個別ケア
を行っていく為の拠り所として、具体的詳細な毎日の個別記録やアセスメントに基づく介護計画を重視し、利用
者本人や家族の意向要望を聞き取り利用者主体の目標を立て、目標を実現する為のサービス内容を検討した
具体的な介護計画を作成している。毎日の記録は、利用者一人一人について言動、出来事、体調の変化等詳
細に記録し、見やすい様に色分けしている。職員間のチームワークも良く、毎日利用者と職員が一緒に歌った
り、話し笑声が絶えない楽しい苑である。

事業所名 ふれあいの家　高宮

〒815-0083　福岡県福岡市南区高宮2丁目18番１5号　　℡ 092-521-5982

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



次のステップに向けて期待したい内容

地域包括支援センターの職員に運営推進会議への参加や
消防職員参加の避難訓練等で協力関係を築く様に取り組ん
でいる。市職員への運営推進会議参加の案内状は出してい
るが、日程が合わず参加して頂けない時も有る為、毎回の
議事録を送っている。南区の保護課担当者とは、面談時の
立会い、報告・相談を行っており、これからも連携を図ってい
きたいと思っている。



次のステップに向けて期待したい内容

相談・苦情受付の事業所の担当者及び行政機関の電話番号を
重要事項説明書に明示している。利用者からは、日常の関わり
の中で話を聞いたり、こちらが気付いた事は朝夕の申し送りで
話をしている。家族にも何でも言って欲しいという事を繰り返し伝
えている。直接関わっている職員には言いにくい事は本部職員
に聞かせて頂くようにしている。また、年に1度、家族からのアン
ケートにより意見・感想を聞かせて頂き、サービスの質の向上に
活用させて頂いている。



次のステップに向けて期待したい内容

問い合わせを頂いた後、ある程度、本人の状況や家族
の負担等についての相談を受け、その後事業所にお越
し頂き、苑での生活状況を見て頂いている。その際、本
人の状況や家族が抱えている不安や負担、要望につい
て詳しくお話を聞かせて頂いている。その後、本人にお
会いする機会を設け、担当者やケアマネージャーから本
人の状況だけでなく、家族の不安や要望を聞かせて頂
きながら進めていくことで信頼関係を築くことが出来る様
努めている。

用時より１年間（個人差有り）は、プリセプターシップを導
入しており、法人独自の「介護サービスマニュアル」に
沿って、新人１名に対し、先輩職員１名配置し、チェック
シートを活用しながら指導行っている。また、内部研修、
外部研修の費用を法人で負担する等、それぞれがこの
環境を活用することで介護サービスの質の向上を目指し
ている。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

提携している医療機関があり、利用者・家族が納得された
上で当該内科医の訪問診療を受けて頂いてます。その際、
本人だけの説明では不十分な場合、立ち合い支援を行って
いる。認知症専門の精神科医師の訪問診療も必要に応じて
依頼している。薬の服用や調整が必要な際は、家族にもそ
の都度説明し、承諾を得て行っている。月に１回の「ふれあ
い通信」でも報告している。又、希望が有れば、その他の病
院などの同行援助も行い、日常の様子をお伝えしている。



次のステップに向けて期待したい内容

法人全体のマニュアルと併せ、事業所独自のマニュア
ルを作成し、年2回南消防署の指導の下、避難経路、避
難場所、誘導方法も含め避難訓練を実行している。新人
にもマニュアルを見せ指導している。防火管理者講習を
受け、消防計画の作成も行っている。地域の方や消防
署参加の夜間火災想定の避難訓練も行っており、災害
の為の非常備蓄品の整備も出来ている。

茶碗・湯呑・箸等は、その方が使い慣れた物を持参して
頂いたり、その他の食器も家庭で使用されている陶器の
物を揃えている。会話を楽しみながら利用者と一緒に盛
り付けや配膳を行い、利用者と一緒に食事を摂り、見守
りや声掛けをさりげなく行っている。食事の下膳や食器
拭きをして頂き、出来ない所は職員が支援している。

日常生活の中で利用者が希望を表し、何時までも自己
決定が出来る様、起床時や外出時には自分で洋服を選
んだり、外出時にメニューを選んで頂く。カットやカラーの
要望を聞き、訪問美容でご自分の好きな髪型を言って頂
く等の場面を作っている。表現するのが難しい方に関し
ては、表現や行動で気持ちをくみ取れる様に努めてい
る。



次のステップに向けて期待したい内容

介護マニュアルの排泄に関する所の読み合わせで勉強し、
原因や影響について理解している。利用者一人一人に排泄
チェック表を使用しており、その都度確認し、医師に報告指
示を受けている。また、軟らかく炊く調理方法を工夫したり、
海藻・青物・ヨーグルト等多く摂るようにし、起床時にごぼう
茶や豆乳等も飲んで頂いたりしている。毎日の運動もその
方の負担にならない様に声掛けしながら行っている。



次のステップに向けて期待したい内容


